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（論文内容の要旨） 
 韓国における近代的な「美術」概念の成立は、20世紀初めの植民地期に日本に留学していた朝鮮人美
術留学生が移植したことに始まる。したがって韓国の近現代美術を語る際に彼らの存在は、避けて通れ
ない。しかし朝鮮人留学生に関する従来の研究は、数名の作家に限定されており、その全体像を把握す
る研究はなかった。 
 本論文は、彼らの総数、教育機関、戦後の活動をもとに、朝鮮人留学生の全体像の解明を試みるもの
である。 
 
 本論文は、２部構成で全９章からなる。 
 第１部では、戦前日本の美術教育機関における朝鮮人留学生の実態と、戦後韓国での活動について、
美術教育機関ごとに論じ、全体像を提示した。 
 第１章「東京美術学校の朝鮮人留学生と韓国の初期美術大学」では、同校出身で、戦後韓国における
美術大学の設立に関わった人物に焦点を当て、戦前日本と戦後韓国の美術教育機関の間に、制度的連続
性があったことを明らかにした。 
 第２章「文化学院の朝鮮人留学生と韓国の前衛美術」では、アカデミズム一色に硬直化していた戦後
韓国の画壇において、同院出身者が、前衛的な表現を広める役割を果たしたことを指摘した。  
 第３章「大阪美術学校の朝鮮人留学生と韓国の地方美術」では、同校出身者の多くが戦後韓国におい
て釜山や済州島などで活躍したことを指摘し、「地方」という要素もまた戦後韓国に対応していくこと
を指摘した。 
 第４章「女子美術学校の朝鮮人留学生と、韓国と北朝鮮の刺繍美術」では、同校の留学生によっても
たらされた「美術」としての刺繍が、戦後の韓国と北朝鮮において、それぞれ異なる形で展開する様相
を比較・検討した。 
 第５章「美術留学生の群像」では、帝国美術学校と太平洋美術学校における朝鮮人留学生が、アカデ
    
 
ミズムと前衛の間で中間層を形成し、韓国の近現代画壇を充実させる役割を担ったことを指摘した。  
 以上、第１部では、朝鮮人留学生の総数と実態を明らかにした。また戦前の日本洋画界のアカデミズ
ム、在野、前衛、刺繍美術、地方の美術といった朝鮮人留学生を取り巻く要因が、時間差をおいて戦後
韓国の画壇に反映されたことを明らかにした。 
 第２部では、留学条件が異なる４名の作家を取り上げ、制度・造形・アイデンティティーの観点から
個別のケーススタディーを行い、留学の具体的な実態に迫った。 
 第６章「張勃―韓国近現代史の渦中にいた美術行政・美術教育家」では、官立の東京美術学校出身で
戦後韓国のアカデミズム教育に取り組んだ張勃（ 1901～2001）を取り上げ、彼の留学を通じて「制度」
の移植が行われたことを指摘した。 
 第７章「金煥基―「韓国的」な造形と政治からの自由」では、私立の日本大学美術科出身で、戦後韓
国の抽象絵画の先駆者となった金煥基（1913～1974）を取り上げた。彼が「韓国的」な「造形」美を追
究する過程において、留学時の自由な環境で培った経験を背景として、脱「日本的」な普遍性を獲得し
たことを指摘した。 
 第８章「全和凰―朝鮮人のアイデンティティーを造形源とした在日朝鮮人美術家」では、戦前日本で
学び、戦後も日本で活動した全和凰（1909～1996）を取り上げた。彼の制作活動や小説の考察を通して、
「在日朝鮮人」としてのアイデンティティーを指摘した。 
 第９章「真鍋英雄―日本人として生きた知られざる在日朝鮮人画家」では、同じく戦前日本で学び、
戦後も日本で活動した真鍋英雄（1914～1986）を取り上げた。これまでほとんど紹介される機会の無か
った彼の資料を発掘し、彼が朝鮮人としては例外的なシュルレアリスム画家だったことを指摘した。ま
た彼が日本人に近いアイデンティティーを持っていたことを指摘し、在日朝鮮人画家の多様性を提示し
た。 
 以上、戦後韓国で活動した張勃と金煥基のケーススタディーから、戦前日本での留学経験が、戦後韓
国における「制度」の移植、そして画壇の「造形」に繋がることが分かった。また全和凰と真鍋英雄の
ケーススタディーからは、これまで「民族的」な側面に偏って注目されてきた在日朝鮮人画家をめぐり、
実際には多様な環境と文化的体験をもとに、多様なアイデンティティーが形成されたことが分かった。 
 
 
   以上の考察をもとに次のように結論づけた。まず戦前日本における朝鮮人の「美術留学」は、出身背
景や留学先、そしてジェンダーなどの要因から多様性を示しており、とくに留学先やジェンダーをめぐ
る要因は、戦後の韓国および北朝鮮における活動範囲の限界を規定する要因にもなった。そして彼らの
留学により戦後韓国にもたらされたのは、美術教育の「制度」と画壇の「造形」であり、これらは現代
韓国にも連なっていく。朝鮮人美術留学生は、新たな学問を求めて海を渡ったパイオニア（ pioneer）
であると同時に、知識の伝達者（knowledge  transmitter）であった。また留学経験をもとに独自の芸
術を作り出した創造者（creator）、多様なアイデンティティーを持つディアスポラ（diaspora）という
多様な様相を持つ存在であったと言えよう。 
 
 
（論文審査結果の要旨） 
 本論文は、戦前期に日本の美術学校に留学した朝鮮人美術留学生の全体像と動向、そこでの特徴を明
らかにした労作である。膨大な資料調査から現在まで明らかになった 490人の留学生情報をもとに、第
１部では美術学校単位、第２部では象徴的な４人の行動パターンを分析している。各章ごとにくり出さ
れる新知見は、章構成の巧みさもあるが、シンプルな「親日」「反日」の枠組では捉えきれない歴史の
多様な実態を浮き彫りにしており、従来の水準を大きくこえる研究成果を示したといえる。 
 第１部でとりあげた美術学校は、第１章が東京美術学校、第２章文化学院、第３章大阪美術学校、第
４章女子美術学校、第５章が帝国美術学校と太平洋美術学校である。公私立でいえば、東京美術学校が
唯一の国立で、他が私学。地域でいえば、大阪美術学校のみが大阪で、他は東京。性別でいえば、東京
    
 
美術学校が男子校、女子美術学校が女子校の別学で、他は共学である。また学科としては、女子美術学
校は刺繍科、他は西洋画科と彫刻科を主にとりあげているが、これはそれらの学科に留学生が集中して
いたからである。 
 第１章「東京美術学校の朝鮮人留学生と韓国の初期美術学校」では、東京美術学校への留学生が、戦
後韓国で設立されたソウル大学校、弘益大学校、梨花女子大学校の各美術大学の教員人事で圧倒的に中
心となっていたこと。またカリキュラムも、人物描写を中心とするアカデミックな教育が行われ、東京
美術学校の影響が強く現れていたことを指摘する。第２章「文化学院の朝鮮人留学生と韓国の前衛美術」
をリードする存在となったことを指摘する。東京美術学校と文化学院への留学生は富裕階級の子息が多
かったが、植民地支配を色濃く反映したのが大阪美術学校だったらしい。第３章「大阪美術学校の朝鮮
人留学生と韓国と地方美術」は、同校の留学生が美術目的より本来労働力として大阪に渡ってきた家族
に連れられたケースが多かったこと。その点、地方と地方がつながっており、画壇のヒエラルキーも反
映していたという興味深い指摘を行っている。第４章「女子美術学校の朝鮮人留学生と、韓国と北朝鮮
の刺繍美術」は、同校への留学目的には教員免許の取得がかなり大きかったこと。戦後の刺繍は、韓国
では美術となりながら周縁に追いやられていったのに対して、北朝鮮では国家の庇護下に体制宣伝美術
として大きな発展をとげたとする。第５章「美術留学生の群像：帝国美術学校、太平洋美術学校の資料
から」は、多くの留学生が学んだ帝国美術学校（現武蔵野美術大学）が、自由な学風下、アカデミズム
と前衛美術の中間領域の人材を多く輩出したことを指摘している。 
 学校単位で論述した第１部に対して、第２部では留学生たちのその後、とくに戦後の活動で特徴的な
パターンを示した４人をとりあげ、ケーススタディーを行っている。張勃（第６章）、金煥基（第７章）、
全和凰（第８章）、真鍋英雄（第９章）の４人で、前２者は留学後帰国し、のち渡米した人物。後２者
がそのまま日本に住んだ人物である。ただ、アカデミズムと権力の中心にいた張勃は、それゆえに失脚
し、抽象美術を描いて権力から離れていた金煥基は、それゆえに晩年に成功するなど、明暗が激しい。
また日本に残った２人も、全和凰は朝鮮人であることにアイデンティティーを求め、真鍋英雄は日本人
として生きようとしたことなど、興味深い事例提示が続く。 
 第６章「張勃―韓国近現代史の渦中にいた美術行政・美術教育家」は、第１章に呼応する内容である。
東京美術学校とアメリカに留学した張勃は、戦後ソウル大学校美術大学設立の中心にいたが、有力政治
家を兄にもったことで政変とともに失脚し、美術家としての業績も現在ほとんど残っていない。一方、
第７章「金煥基―「韓国的」な造形と政治からの自由」は、日本大学やアヴァンギャルド研究所に学び、
軍事政変後渡米して、韓国的抽象絵画を探求した金煥基を扱う。政治からの距離、韓国的抽象によって、
現在彼は韓国を代表する画家として評価されるにいたる。第８章「全和凰―朝鮮人のアイデンティティ
ーを造形源とした在日朝鮮人美術家」は、須田国太郎に師事し行動美術協会を中心に活動しながら、朝
鮮人としての強いアイデンティティーを持ち続けた全和凰を扱う。第９章「真鍋英雄―日本人として生
きた知られざる在日朝鮮人美術家」は、逆に日本人として生きようとした真鍋英雄を扱っている。真鍋
はこれまでほとんど知られていない画家だが、福沢一郎絵画研究所でシュールレアリスム絵画を学び、
朝鮮人留学生としてはごく稀なケースだったことを指摘している。 
 本論文が明らかにした様々なケースは、植民地支配、朝鮮戦争、クーデターなど、数多くの困難に直
面した朝鮮人留学生たちが、時代に翻弄されながら生き抜くために必死に人生を選択していった様子と
その実態を示している。一貫して成功し続けた人物はおらず、アイデンティティーの持ち方も、韓国的
表現の追求も様々である。近代の日韓関係を宗主国、植民地というシンプルな二元論から捉える研究段
階はすでに過ぎているが、「親日」「反日」の解釈の枠組はなお強いという。そうした中で本論文が明ら
かにした歴史の実態は、むしろ人々が直面した選択の難しさをリアルに伝えている。膨大な資料調査か
らそれを明らかにした労作かつ優れた学位論文として、審査会の高い評価を得た。  
 
 
